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のごあいさつ

決 も たに

長浜町議会議長 束 信利

新年あけましておめでとうございます。

町 民の皆様には、希望に満ちた新年をお迎

えのことと心からお慶び申し上げます。

私は、昨年の町議会議員改選後の臨時会に

お きまして、議員各位のご推挙により、図ら

ず も議長に選任されました。 t:J、来、各位の絶

大なるご指導とご協力を賜り、微力な がら議

会 の 円 滑 な 運営と町政発展のため全力を尽く

して参りました。

おかげを持 ちまして、大過なく新年を迎え

ること 7がで、きましたことを心、から 1亨くお干し申

し上げます。

昨年は、言語に絶する米中核同時テ口事件、

アフ ガ ン 問 題 、えひめ丸沈没事故、rJl鳥坂ダ

ム建設・分水問題の動向等、内外ともに激動

の年で、構造改革が叫ばれ政治の変革期とも

いうべきー年でした。

そのような中、町財政も誠に房長しい状況に

あ りましたが、町の発展と活性化につな が ら

せるため、第一次産業の振興を軸に、 長浜町

体育センターの移転改築をはじめ、森林保全

対策事業、情報公開制度の実施、町民生活に

直結した生活 環境の整備等々、豊かに輝く海

と川 と緑の活力ある町づくりに努めて参りま

した。迎えまし た 本 年 は 、 か ね て よ り 強い要

望がありました養護老人ホームを ~jJ 心とした

総合福祉施設が完成し、これらの施設整備に

より、今後は総合的な老人福祉サービスの 向

トーが図られるものと期待されています。

今、国をはじめ地方は、行財政改革や 地 方

分権なとと大きな改革が予想、されており、大変

重要な年になるものと思われます。本町の基

幹産業であります農林漁業の振興をはじめ、

向工業や観光の景気回復、さらには教育環境

や、少子園高齢化を背景とした福祉施設の対

応、情報システ ムの整備など課題は山積して

おります。特に 、 行 政 の 政 策 形 成 過 程 に積秘

的に町民の声を反映させる仕組みづくりが求

められる一方、市町村合併問題は避けて通れ

な い 重 要 課 題であり、従来のシステム全体の

変革と新たな創造が迫られております。

このような 現況を踏まえ、私たち議員も町

民の代表としての責務と役割の重大さを深く

自覚 し 、 決 意を新たに自らの行財政改革の徹

底と、議会の活 性 化 に 取 り 組 ん で 参 る 所存で

ありますので、今後とも変わらぬご支援、ご

協力を賜りますようお願い申し上げます。

町 民 の 皆 様 のご多幸とご発展をお祈り申し

上げ、新年のごあいさつと致します。

お互いの知事と努力を結集して

長浜町長西田洋一

新年あけましておめでとうございます。

町民の皆さまには、穏やかな初春をお迎 え

のこととお慶び、申し上げます。

ふり返ってみますと、昨年は21世紀幕開 け

の 年 で あ り 、 希 望 に 満 ち た 新 た な ス タ ートの

年 で あ り ま し た 。 け れ ど も 、 私 た ち の そ のよ

うな思いに反し、 2月の身も凍るようなえひ

め 丸 衝 突 沈 没 事 故 を は じ め 、 芸 予 地 震 、米同

時多発テ口事件等々、他人事で、はすまされな

い 衝 撃 的 な 出 来 事 が 身 近 に 起 こ っ た 年 で も あっ

たように思われます。

しかしながら、暗いニュースばかりでは な

く、 12月 1日には皇太子ご夫妻に待望のお 子

さまがご誕生され、全国民がその喜びを 分か

ち合ったことは記憶に新しく、皆さんととも

に敬宮愛子さまの健やかなる成長を心から!頼っ

ているところでございます。

また、本町に Hをi白]けてみますと、依然と

して長ヲ|く呈気低迷による経済不振、少子・

高齢化等、大変厳しい状況の中にも、新;肖さ

ま ご 誕 生 と ほ ぼ 時 を 同 じ く し て 待 望 の 白滝大

橋が完成したことは、地元の白滝田柴両地区

の皆さんはもとより、地域の発展・充実とい

う社会基盤の整備からも大変うれしく思って

いるところでございます。

本年ーは、かねてより建設を進めておりまし

た デ イ サ ー ピ ス セ ン タ ー 及 び 在 宅 介 護 支 援セ

ンターを併設した養護老人ホーム白山国をは

じめ、長浜町体育センターが竣工します。加

え て 、 そ の 他 各 分 野 に お き ま し で も 、 よ り一

層充実した行政サービスを提供していかなけ

ればならないと考えております。

いうまでもなく当町は、 1[1鳥 坂 ダ ム 建 設事

業、合併問題をはじめ、河川改修、産業振興、

行財政の健全化等々、多くの課題に直面し て

おります。しかし、このような時にこそ、行

政・議会・町民が三位一体となって「元気」

な議論を展開し、取り組んでいかなければな

らないと考えております。

私は町長就任以来、幾度となく「元気な町」

づくりを提唱して参りました。お互いの知恵

と努力を結集して大きなエネルギーを生み出

し な が ら 、 ふ る さ と 「 な が は ま 」 づ く り に逼

進したいと考えておりますので、どうかよろ

しくお願い申し上げます。

本王i三が皆さまにとって幸多き年であります

ようご祈念巾し tげ、新年のごあいさつと 致

します。
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今品購審議昌勤講思議1

彊j由

正午、煙火の企図で弘山の

テ」プにはさみが 入 れ ら れ る

とともに、くす玉が割られ、大

情への第一歩が印されました。

高欄に施された
デザインパネル

平成9年9月力¥ら架橋工事ガ進められていた

自滝大橋ガこのほど完成し， 12月8日¥現地で

行われた開通式に町内外から約700人ガ訪れま

したO

神事の後、西田代議士らによるアーブカット、

くす玉割り¥渡り初め¥餅撒き、祝賀会などが

行われ、全員で開通を祝いましたO

白砧@柴同5Jノト学校台同の鼓笛パレード

に引き続き、 ~ [廿代家族(竹内茂則さん、

トー野J火143んの仔ご家族)をはじめ、院J

係者らによる iJ<之i)1<))めが行われました。

大勢の人たちが小旗や拍手 C立ち並ぶ

中、約240mの大橋を柱複寸るパレード

で開j邑を干兄いました。

渡り初めをする
3世代家族の皆さん沿道もお祝いムードいっぱい

大橋下の特設桂台や上手から、約二俵分の餅ァデm~

かれ主 Lた。会場は、記念寸べき円の楕君子求める大

事与の人たちで、F辰わっていました

式典終了後、白i竜小学校体下:訂正}-ご、一川ifT会が行われ、

地元山骨さんや工事関係者らが、ともに )(iおの完成

を秒止し、まし犬二。

小学生による鼓笛パレ ド

祝賀会のフィナーレ。万歳三唱

今
後
、
自
滝
大
橋
は
由
滝
副
柴
岡
地

を
は
じ
め
、
地
域
社
会
の
発
展
充
実

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
〈
こ
と

な
お
、
長
年
地
域
の
皆
さ
ん
の
重
要

な
生
活
道
と
し
て
そ
の
役
目
を
果
た
し

て
き
た
自
滝
需
と
柿
早
橋
は
、
平
成
十

四
年
一
一
一
月
末
ま
で
に
撤
去
さ
れ
る
こ
と

に
詰
っ
て
い
ま
す
。

盛りょがった餅撒き
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①出石寺で行われた消防設備点検

した1まわ
出
石
寺
@
瑞
龍
寺
で

防
火
訓
棟

①
貴
甫
一
な
文
化
財
を
火
災
・
佐
災
か

ら
守
る
た
め
に
展
開
さ
れ
て
い
る
全
国

文
化
財
防
火
運
動
の
一
環
と

L
て
、
一

月
二
十
六
日
、
出
わ
寺
で
消
火
松
な
ど

の
消
火
器
具
・
設
備
点
検
が
行
わ
れ
ま

し
た
c

ま
た
、
一
一
十
八
日
に
は
、
沖
浦

の
瑞
龍
寺
で
放
水
引
火
訓
練
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

体
育
指
導
委
員交

流
大
会

也〉

二
月
二
十
五
日
、
町
内
で
愛
媛
県

IT講習に臨む参加者Q) 

体
育
指
導
委

H
協
議
会
ス
ポ
ー
ツ
交
流

大
会
(
よ
問
予
地
区
」
が
開
催
き
れ
ま
し

た
口
圏
域
の
体
育
指
導
委
員
が
お
互
い

の
情
報
交
挽
・
親
睦
交
流
を
図
り
な
が

ら
、
肱
川
あ
ら

L
民
主
公
闘
を
住
復
す

る
ウ
ォ

i
ク
ラ
リ
ー
や
、
レ
ク
川
レ
ー

を
楽
し
み
ま
し
た
。

一EI
T講
習
始
ま
る

市
一
す
べ
て
の
住
民
の
皆
さ
ん
が
「
I

T
(
情
報
通
信
技
術
)
」
に
卜
分
対
応

で
き
る
よ
う
基
慌
伐
能
を
修
得
い
た
だ

ぐ
た
め
の
、

I
T
誹
討
が
始
ま
り
ま
し

た
。
パ
ソ
コ
ン
操
作
や
丈
書
作
成
な
ど
、

基
本
的
な
技
能
を
身
に
つ
け
よ
う
と
、

現
在
も
大
勢
の
々
々
が
受
講
ぎ
れ
て
い

ま
す
。

広
報
な
が
は
ま

リ
ニ
ュ

l
ア
ル

④
皆
さ
ん
に
ご
愛
読
い
た
だ
い
て
い

ま
す
「
広
報
な
が
は
ま
」
を
、
本
号
か

ら
リ
一
一
一
ュ

l
ア
ル
し
ま
し
た
じ
r
日
滝
の

岡
野
時
敏
さ
ん
の
ご
協
力
に
上
り
「
な

が
は
ま
」
の
ロ
ゴ
が
変
わ
り
、
紙
雨
を

一
回
り
大
き
く
す
る
こ
と
で
、
文
字
や

写
真
キ
一
大
き
く
凡
や
す
く
掲
載
で
き
右

上
う
に
な
り
ま
し
た

υ

生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

⑦
五
月
十
一
ニ

U
、
中
央
公
貝
館
で
小

一
佐
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
フ
ォ

l
ラ

l豆)意見交換が行われたシンポ
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@クロッケーの指導を受ける子どもたち

ム
が
開
催
さ
れ
、
約
二
百
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
高
知
県
生
涯
学
以
rHM究
所
所

長
の
明
神
宏
和
先
生
に
よ
る
基
調
講
演

に
引
き
続
き
、
住
民
参
加
の
ま
ち
と
っ
く

り
に
つ
い
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ

れ
ま
し
た
一
ん

豊
茂
小
・
ど
ん
ぐ
り
村

も
六
月
三
十
日
か
ら
じ
月
ム
日
ま
で

の
五
泊
六
日
町
、
豊
茂
小
学
校
児
童
一
二

十
人
が
、
公
民
館
で
宿
泊
ま
り
し
な
が

ら
地
域
信
百
や
一
行
う
通
九
千
九
九
伯
「
ど
ん

ぐ
り
村
」
に
主
加
し
ま
し
た
。

地
元
住
民
ら
に
よ
る
ク
ロ
ッ
ケ
l
の

指
導
や
講
誌
な
ど
も
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

組
み
込
主
れ
、
有
意
義
な
台
出
生
活
不
一

過
ご
し
ま
し
た
。
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止が
海ヲ齢

」揺@んな
、p
L竺ち

晴
海
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク

こ
け
ら
落
と
し

七
月
一
日
、
晴
海
ふ
れ
あ
い
パ
ー

ク
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
、
同
施
設
の
オ
ー

プ
ン
記
念
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
が
開
催

さ
れ
、
郡
内
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
愛
好
者

ら
合
計
二
十
二
チ

l
ム
が
参
加
し
ま
し

た
。
町
内
チ

1
ム
で
は
、
男
子
B
ケ
ラ

ス
、
女
子

A
ク
ラ
ス
が
そ
れ
ぞ
れ
み
ご

と
優
勝
を
収
め
ま
し
た
。

臼
滝
う
ら
盆
祭
り

プ
レ
イ
ベ
ン
ト

③ 

八
月
二
十
五
日
、
白
滝
公
民
館
で

⑦こけら落としとなったソフトテニス大会

「
ら
く
さ
ぶ
ろ
、
っ
ト

l
ク
シ
ョ

1
」
が

開
催
さ
れ
、
地
誠
住
民
ん
ら
約
百
五
十
人

が
訪
れ
ま
し
た
。
米
場
者
は
、
ら
く
さ

ぶ
ろ
う
さ
ん
自
身
の
体
験
談
や
、
日
常

牛
泊
で
の
出
来
事
を
お
も
し
ろ
お
か
し

く
み
現
し
た
訴
に
、
楽
し
そ
う
に
聞
き

入
う
て
い
ま
し
た

ム
ー
坊
・
濯
の
美
術
館

リ
ニ
ュ

l
ア
ル

⑨
喜
多
漁
港
内
の
し
お
さ
い
広
場
西

側
防
波
堤
に
描
か
れ
て
い
た
「
港
の
美

仙
館
」
が
リ
ヱ
ュ

I
ア
ル
し
ま
し
た
。

九
月
十
五
日
、
ム
f

功
ふ
れ
あ
い
祭
り

会
場
で
作
品
審
査
発
表
が
行
わ
れ
、
夕

日
に
た
た
ず
む
坂
本
龍
馬
を
描
い
た
、

細
川
正
邦
さ
ん
(
下
須
戒
)
の
「
漁
う

(8) らくさぶろうさんのトークショー

⑨リニューアルした「港の美術館」

ま
の
海
」
が
大
賞
に
叫
き
ま
し
た

出
石
寺
で
植
栽
作
業

十
月
八
日
、
そ
一

ω背
に
自
生
し
て

い
た
草
花
を
復
活
さ
せ
る
と
も
に
、
ふ

る
さ
と
の
自
然
を
守
ろ
う
と
、
金
山
出

石
土
寸
の
原
生
林
で
、
エ
ビ
ネ
ゃ
あ
じ
さ

い
、
草
花
な
ど
の
柏
栽
作
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
地
元
の
大
人
か
ら
子
ど
も
ま

で
三
十
人
が
、
約
二
時
間
の
作
業
に
参

加
し
ま
し
た
。

長
浜
高
校
でシ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

⑪ 

十

月

!主
u 

十
)¥. 

日

長
?~ 

⑩作業にあたった参加者たち

高
校
で
開
催
さ
れ
た
「
長
高
ブ
一
J

ス一一アイ

パ
ル
」
に
お
い
て
、
「
特
色
あ
る
学
校

づ
く
り
」
を
テ
1
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
六
人
の
シ
ン
ポ
ジ

ス
ト
の
ほ
か
、
生
徒
ら
か
む
「
長
出
水

族
館
」
そ
小
心
と
し
た
学
校
ぐ
つ
く
り
に

つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
が
山

さ
れ
ま
し
た
。

白
滝
大
橋
開
通

⑫
十
二
月
八
日
、
白
沌
大
橋
の
開
通

式
が
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

神
事
に
引
き
続
き
、
西
田
司
衆
議
院

議
員
ら
に
よ
る
テ
l
プ
カ
ッ
ト
を
は
じ

め
、
〈
す

ι割
り
二
二
世
代
家
住
一
、
二
試

族
)
ら
に
よ
る
渡
り
初
め
、
餅
撒
き
な

ど
が
行
わ
れ
、
出
席
者
全
員
で
開
通
を

祝
い
ま
し
た
。
(
ご
ス

l
ジ
に
関
連
記
事
)

⑩長高フェスティバルでのシンポ

-5 

⑫盛大に行われた開通式
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ライフサイクル日IJの健康管理の

ポイントを、今月号から 12回に

分けてシリーズでご紹介します。

老年期

日本人の平掲的なライフサイクル (HlO年)

第1子出産時の平均年齢
父 31.3才

結婚の平均年齢母 29.4才
男 28.6才 ;
女 26.7才;

L一一一一一一一一一~

成熟期 更年期

50才頃22才15才

第
一
子

妊
娠

結
婚

大
学
卒
業

(
就
職
・
進
学
)

高
校
卒
業

高
校
入
学

中
学
入
学

小
学
入
学

誕
生

乳児期(生まれてか61才さまで)の特徴と纏麗管理のポイント

たま
頭のてっぺんにひし形のすき聞があり、触るとやわらく

だいせんもん

てペコペコしています。これは「大泉門」といい、すき間

はとれからの成長に備えるためのものです。 1~ 1歳半く

らいで閉じます。=今強く触5思いように!

生まれたときは体重3000g、身
長50cm位。 1才で体重3倍、豊
畏1.5倍に主主ります。=今個人差が
あるのであまり神経費に~Sない
ように!

ぜ
3~4 ヶ月ですわります。=今すわ

るまでは抱っとをするとき臨どは頭@

菌をしっかり支えてあげましょう!

@みみ
生まれたばかりでも、ほ、んやり

見えます。明るいほうを見ょうと

します。

耳は、おなかの中にいるときか

ら聞とえています。=今顔を見せ

~tJïS、たくさん話しかけたり歌

ってあげたりしましょう。

畏浜田Ji果擢センターで行っている事業
3~4 ヶ月・ 6~7 ヶ月. 9~10ヶ月

健診・育児サークル 育児相談・はみが
き相談・離乳食講習などがあります。)

j繋と感染関止
抵抗力が無く細菌の感染に弱いの

で体調の悪い人のほか、大勢の人が

一度に赤ちゃんに近つ、かないように

しましょう。=今~ちゃんを触ると

告は手をきれいに洗ってか51こしま

しょう!

また、赤ちゃんはどち5かといえ

ば寒さに強く、暑さに弱いので、特

に冬場暖めすぎないように注意しま

しょう!冬でもあせもになることが

あります。=今だいたい、生後1ヶ

月ころは大人より 1 枚多く、 2~3

ヶ月l立大人臨み、それ以後[立大人よ

り1枚少革め程度に着せましょう。

(器52-3055.骨2095)まで。

6 

長浜開{果1建センターお問い合わせは、



個い すであす色私はいて境いしなう方はわえ普でとでうはるに
iて高。もり。をはすうい昇 った同とを、れて通す頭す表「己、私!

主主校 、ま私も、こ事ま線た 。 が 思 さ な た い 己 が が 。 現 あ 葉 小が i
.習生 白せにつ人くはすないであいれぜごまや、痛今ののをさ人目
し活 分 んはては珂だ。のどもるなな私としないくで中子思な権 2

1ての らが、い十解め大だよ今のがくだがたいつなものはい頃と a

き 11' L 、白る人にな人ろがはだらでけあ。のたりこ「普山かい
てで くみ惜の十苦のにう 普、ろもはこり私だいまの普通しら
、人 いんでだ色しで認か通納う 、いんまもろやすす表通とま言仁 子

:ぃ権 た な き と で ん し め とと得と白けなす向うが)現」はすわ葉
ちの いとる信みでよらい い で 忠 分 な ひ 。 じ か 普 大 を と 達 。 れを

: tまこ と遣とじんいうオ1しつうきっにいどノトよず通人イ史いうそで聞
iんと 思っこてなまかなも ーまでものいさうつでのわス」のきく
i ELに いてろい違す 0 い 思詰えいダだ言な三と何言れ去と言たた E

Z つつ 主いはまう。私とつ の。まメろい頃口考が菓る雪きい葉あぴ:

lZ1とはし思 夜 、 思 ナ ま て 液 イ ドし たせめとど夜、で lま すてて i白 ずた i
目今等してい lまわ 1 つ 11行型度た今 0 らて白うのす、私。いも校っこ:

マー ミな、れのた題を、会年 れと分な受。就が く生をとと;
王まはるがどま方とに間受干十、 た て の ん け 特 職 三 必き卒杭は:

lfしい問らうすに V ない験で私 聞も進だるに差年 要て業い
。たけ題もすか「三つ Z生はが 題考路ろ会抗出生 のいして人;

私 なで、れ」二巾話てまに、受 でえそう千十職とに あくてい権 l

1た7YZ証ピと道をしつ IilL昨験 しさ含かは話語全 員室 125i
: ~ -]→忠で主ぃ閉の手罷欝麺侯離舘歯曜離 に差て 7!I:(り社どい:

今れ質が欝盤醗語翻霊童護費 つりリ苧 だ 会主
: :::_ ¥.tさまそ校えま問ぃ骨一一一網目凶明 いに習 と生人事
をん十のでろ 7 を、 てっし 思 涯 に で学;

iIIそん高 Z2 宅~~ r 11人権の大切さを (そそ右 主持をて言i
i白山うそ答自 由分 l伝えられる大人仁川 埋反そ事会人 い ね i
l分分かんえ分私 7うすの 餌付しは社権 i包まば:
以はとな て の は と 問 ト しして入仙の液しな

;外嫌迷思 上身、れ述 | 高校 3年生 l て、これも信却[たり
、近 J受るい | い人 のて 質害 をハま

;時でてをので業かに ( 12年度人権作文集より) た 柱 会 は 聞 だ 聞 せ
ですししか何でだ対 L 一一一←一一一一一一一一一 」 だ同社い内とい ん
も。また d附 か 学 と し 大 か 絶るし誰なく物 しい題でけ梓感た ね

i絶白いらん起習居、て切もえかまかにては人までにはなのじこ ι 

i対分まど だこしい、なしずぎすをげ不、間しいつ昨い '1'たと 行-
にのすうりるてまどこれ続り。傷な思ととたたい年と仁ので と

i遣時。な、といすうとまい、生つい議てい。のざの思血な交
:別ごそん円、る Q いはせて開きけーでもう で子こい;夜ら験 つ i
lはもんだ分どの う、八三い題てた言す雄 II~ ';て宵と戸型ば生 し 1
1 い、なろがう(.~ •• h二 円 方 、くはいりで 0 し き 乙1え を 亡 の 、 が や!

き就いム山に験 /υ け い人と人だそ 1riJ以をるけ;
て職な/)分日舌をのれ夜、まのかにけれじ外見大な;
い試とで以しし人どはす人、なではでのて人い 1
こ 験 思 もタ十たてに、、。間タトりな斗は人もに宇!
う℃い f云のい、出自ど 十生児たく然なの自なな E

とのまえ人とそ会分ん は、い、ない見分 1) の
思出するに思のつのど わ即Lで人のとたかただ
い来。こ人いこて人ん かのすので思もらいと
ま事最と権まと、今年 ら色。気、いの見で )J旬
すを役がにすをいのを なな生持白まはたすを
。忘にでつ。いろ中と いどまち分す、も。 張
れ、きいそついでつ のでれのの二まの同
ず今れてしかろたて だはなわ気でっとじて
に同ぱ何て誰なくい とそ場か持主た白も 言
生のい か、かイ本さく i』の所る九ペく分のえ

人権擁護委員に
昨年12月 1日 付 け で 、 法 務 大 胆 か ら出海の

石山 止さ ん (63) が当町の人権擁護委員に再

委嘱されました。

富山豊苔ん再任
栴訪中無料で難しい三f尚も要りません。
車圭にご相言炎くださしミ O

長浜田1の人権捷護委員(敬称賠)

お云t

人梓曜護委員は、いじめ-体罰などの子ど

もの問題、 liiJ和 問 題 、 女 性 のi日jJ1室、外国人の

問題、家庭内や近隣間の{むめ事等、皆きんの

毎 LIの暮らしの中に起こる様々な問や'I'r'るみ事
の相談にのってくれます。

相談|付待の秘密はr，wく守られます。 ま!:二、
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言書宅がキャンパス「放送夫翠」
主 ~放送大学<教養学部>平成14年度第1学期学生募集~

放送大学とは?

。放送大学はテレピ・ラジオを利用して授業を

行う正規の大学ごす。

0 4年以七在干し、所定の単位を修得すれば、

「予て土<教養>Jの学位が取得できます。

。幅広い分~I!}の約300科目をそろえ、 ]科目か

らでも ιj主ぶこと 7うてできます。

O入ギニ試験はあり空せ入。

018歳以上で、あればだれでも全科履修牛ーとして

入学できます。

015歳以上で、あればだれでも選科・科目履修生

として入学できます。

口短期大学ベコー定の主準をu:mたす専修学校専門

口県主主などカ、らも 3il玖涼雨J久子>1)"，三、きまーす。
o 1教育訓料給付制度厚生労働大臣指定詰応」

カf矛IJf日vできま寸T

E募集学生3
えてヂ修生( 卒 業 を 目 指 す 学 生 )

世利一!夜修生(1年間在学する学牛)

不十日履修正主(1学期間16か月J 竿てする学生)

E出願受付1
平成14年 2)cJ 15日(金)まで受け付けていま

す。

f視聴方法1
ヲ今スカイノ'\~→フェク T V' (テレビ、205ch，ラジ

オ500ch) 主国放送中。

元気で安全な地域づくりを目指して

去}也ヒ放送(テレビUHF16ch、ラジオFM77.1

1¥1H7: )関東地域。

す CATV (放送大学の番組を政i乏している CA

TV局で視馳できますっ)

※入学資格等、詳しいことは募集要項をご参照

ぐfζさし、。

平高官14隼ヰ舟かそう
大学院生『文化科学研究科@
文化科学専政』の~Iす入札開始!

【修士科目生]

募集人民10，000人 j

【特融]

018歳以 Iであればだれでも入学できます。

。修得した単位は修士全矛ト牛として入学した場

合、原tilJとLて終了するための単位として使え

ま干す。

。現職教員の方の専修免持状取得に利用でき ま

す。

f出願受付1
、十三 JJ見14年 2月 15日(金)まで受け付けていま

す一 lilt士<弓さ術>Jの f芋f立の耳又得を H指す修?

士 主flと干の募集は終了していまれ

E資料請求開お問い合わせ〕

干790~8026拙山市文京町 3 番<愛援大学内>

放送大学愛媛学習センター(晋089-923-8544: 

フリーダイヤん0120-864-600: H Pアドレス
http:β/ wll¥lw，.u-air.ac.jp /hp) まで。

~難問l司区集会所ガ罵戚 v~
刊情報です i

~長浜町立図書館~:

柴の同地区内のinI川改修;'，('びに県道改良に伴う水防火対

特定河川事長により、昨年 3月から建築を進めていた柴の同

区集会所が、 9月29日に完成しました〈

今まで岡地区では、民家を利月jして各極的動に取り組まれ

ておりましたが、待望の集会所の完成により、今後、さらに

コミュニティ活動のi占Lr_と地域連帯立識の醸成が図られるも

のと胡侍されます。

なお、宇ざた概要は

木造瓦葺き平屋建て

(千wゼ・ f-r所・男子

トfレ・友了トイレ)

面積は62，29nP

完成した同区集会所

書名 著者

。会図解 世の中のしくみ雫典

安部前:文 1也

。これからはじめる手話

米内山明宏

{五木寛之ベスト七レケション)

コTil!lの言葉

li木寛之

ο11動することが生きることで

ある

宇 野 I f亡

のこんなふうに凶出八十八カ所

を歩いた

小西重J余
E 

a闘回国園田園田園・圃圃圃園岡国.欄司・圃圃圃珊 E 園田鴨田園・圃量園田園盟
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ふれ弱い会館だより

手作り人形展

町内の人形作 り愛好者の皆さ

んが作られた人形作品、約50点

を展示します。

I期間] 1 月 8 日 ~20 日

書き初め展

町内各小中学校の児童、生徒

に よる書き初め 作 品 、 約200点

を展示します。

日月間] 1 月 23 日 ~31 日

※上記いずれも、「月曜日休館:

午前 9時~午後 5時<場所>ふ

れ あい会館ギャラリー」です。
持:lli:詩話器諮問託句、宮市町三て君主語~~:::æ:::~:官お即時話再巧I明

言夫淵暴鍵所からの
言 お知らせ

女性の健康相談
{日時] 1月 17日 (オリ

午後 4 時~5 時

{場7月r]A，汎|イ呆f建月斤

思春期保健相談
[日時] 1月 24日(木)

午後 1 時~4 時

i場所]大洲保健所

※上記、ともに要電話予約。

無料。

Eお問い合わせ・予約先]大洲

保健所(宮 24-31(5)まで。

て毒事支;謹言EZZ?52
3湾出身者)としてタト富人登
志鋸をされている皆諜へ

話.~~~~担E草圃問主主言錨草苦手~~掛謹話:珪E担;z;:;:昔話語謹白蹴電訳語主主謹蹴説話童話開廷館野草京園i豆沼.~:;:昔話~~~現世話器話路近~::時括主

主大和(郷)iJ豊富地藍計曹の
ミ 都市計璽案の縦覧を宥います

長 浜 町の都市計両については、平成13年 5月に都市計画区 域

が変更され、同年 8月には大和(郷)土地区画整理事業の施行区

域約4.2ヘクタールを、都市計画決定しました。

現在、土地反画整理事業の実施に向けて、手続き中ですが、

より良 い住環境を形成していくために、当地区では、建築物の

制限等を行う「地区計画一」を導入する方針です。

この地区計画の素案に関する説明会を、平成13年 10月 29日に

大和公民館で開催し、その後、関係機関と協議を続けてきまし

たが、その計画決定をするため、次のとおり都市計画案の縦覧

を行います。

なお、案の縦覧期間満了の日までに、長浜町へ意見書:を提出

することができます。

日也区計画査定める土地の富士域〕
長浜町大字 1'.須戒の A 部約4.2ヘクタール

E縦覧期間]

1 月 15 日(火)~ 1月28日(月)<土・日曜日は除く>

午前 8時30分~午後 5時

E縦覧場所〕

長浜町役場企画調整課

※ 詳し ぐ は 、 設 場 企 画 調 整 課 ( 宮52-1111<内線37闇 40>)まで

お問い合わせ〈ださい。

:::::揖盤ま;:;~認摺~謹描括主主謹書記占現在主主佐官活路蕊珪廷鶴田丘草主主EE顕在廷富手話:~~活協:~~~~~:唱・字紙~控説話正蹴盟主臨盟主E橋正関

車不動産の登記事務が
3 コンピュータ妻都豊{こ悲哲ます

松山地方法務局大汎|支局では、平成14年 2月 12日(火)から、

管轄区域内のー音[Sの不動記に関する登記事務をコンピュ←タ化す

ることにしました。

コンピュータ化されますと、不動産?登記簿の謄本、抄本、閲覧

の取り扱いが次のとおり変更になります。登記事項証明書等の請

求手続きは、現在と同じ子続きによるほか、インターネットを通

じてオンラインにより空記情報を入手することもできます。(事

前に財団法人民事法務協会のホームページ<http://www.to叫王1.

or.jp / >にアクセスして申し込みをする必要があります。)

Eコンビュータで処理する地区1

大洲市、喜多郡の金不動産

なお、不動産についての相談、

売買等による所有権移転夜記、抵

一
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、
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Eお問い合わせ〕

手続きなど詳し〈は、役場住
民福祉課(告52-1111. (有20(1) 課 ( 器 関与932-0888) または松山地方法務肩大洲支崩(宮24-415

5) までお問い合わせぐた、さい。ま でお問い合わ せ〈ださい。
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長
浜
町
教
育
委
員
会
は
、
こ
の
存
に

町
内
各
小
学
世
へ
入
学
す
る
児
童
の
劃

査
を
、
平
成
十
三
年
十
二
月
一
日
現
在

で
行
い
ま
し
た

J

新
入
学
齢
に
達
す
る

児
童
は
、
平
成
七
年
四
月
二
円
か
ら
平

成
八
年
同
月
-
日
ま
で
の
一
年
間
に
生

ま
れ
た
児
童
で
す
。

町
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
新
入
学
の

①
 

込
品
中

帆
(
⑩

への育所

平成 14年度の、仏L育)j斤(長浜乳児保育所を合む)

への入所申込みの受付を次の要領でイTっていますい

@受付期醸
平成 1!] {j=-1月 31日まで

国
世

児
童
の
殺
は
、
男
子
二
十
五
人
、
女
子

三
十
四
人
の
合
計
五
十
九
人
で
す
。

児
童
名
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
も

し
漏
れ
て
い
る
児
童
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

長
浜
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育
係
(
岱

五
二

l
一
一
一
一
・
院
一
一
一
六
一
二
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

。
人}ミIrを花I望される保育所または役場住民福 祉課

⑨入所基準
保育所へ入所できる児童は、児童の保 護者のいず

れもが次の白~⑥のどれかに該当し、児童を保青す

ること 7うfできないと認められ、また、同居の親方矢や

その他のプjも、この川市を保育することがで きな い

場合に限られます。

従って、基Y和二該当しない場合は入所できません

の で ご f耳tください n

韓
関
掴
地
区
日
人
(
雪
女
7
)

の
池
田
奈
央
①
上
満
山
香
荊
@
大
田
誠

秀
匂
鬼
玉
亮
太
@
高
石
学
志
⑪
西
村
美

里
@
東
本
直
茂
山
一
船
田
青
衣
④
水
沼
里

菜
⑤
矢
野
主
菜
r
十
、
山
本
鮎
公

週
明
噛
地
庶
7
・
人
(
男
1
)

②
-A
什
出
貴
司

開

問

地

臣

官

人

(

男

6
女
6
)

の
今
回
千
咲
⑤
阿
国
門
川
大
、
小
川
女
心
々

美
③
佐
々
木
旺
@
中
見
守
宅
一
何
倍
本
望
、

橋
本
主
希
⑤
本
聞
か
ク
賢
⑤
村
橋
遼
⑤
山

下
修
午
、
山
出
せ
い
ら
、
山
本
町
九

関
量
産
2
人
(
女
2
)

一
己
菊
地
明
穂
、
菊
地
優
花

繭

園

地

区

4
人
(
男

27)

。
河
野
真
奈
川
山
一
永
沼
綾
⑮
畑
中
諒
太
一
削
一

山
凶
将
寛

関
臨
地
区
2
人
(
男
1
女
1
)

③
斎
藤
祥
人
③
兵
顕
里
莱

間
醐
関
地
一
民
人
(
男
9
女
刊
)

⑥
明
い
川
口
諭
史
、
安
東
か
ほ
h

リ一

u
h田
爽

香
①
上
田
五
一
也
@
大
田
知
、
大
以
望
一
、

岡
木
悠
五
日
一
包
久
保
佳
樹
@
新
山
真
直
巳

竹
本
千
及
川
引
次
家
康
⑤
豊
田
汐
音

ι一中

塚
美
m
川
、
成
出
祥
@
西
田
智
恵
、
西
町

美
帆
む
東
和
前
い
松
川
一
利
佳
⑤
村
上
位

⑤
山
田
盲
一
一
(
澄
、
山
出
梨
緒
奈
、
山
中
杏

奈
、
山
木
穂
乃
香

闇
闘
地
区
4
人
(
男

27)

吾
川
知
池
島
巴
段
雌
千
佳
、
後
藤
美
里
一
川
一

山
根
克
哉

10 

関
臨
骨
四

十
三
見
一
自
現
在
五
十
九
人

ー
ノ
名
前
の
も
れ
て
い
る
方
は
教
育
委
員
会
ヘ
ー

①家庭外労働z-tZ業や漁業に従'J下したり会社へ勤め

る等、家庭の外で仕事をしている方。

②家庭内労働・圃ー旦間家鹿内で、 Fj営業・ 内職等、児

童と離れて家事以外の仕事をしてし、る方。

③母親の出産"'1'1 1，産の前絞で、その児γ1!~ の f呆古がむ

ずかしい方。

④病気等・・・病気になったり負傷したりしている j王、

もしくは、心身に障害ーがあるノ了。

⑤病人の看護等 00 病気や心身に障害がある IIiJ国の親

族を、いつも介護してし、る方。

⑥家庭の災害・・・震災・風/J~';，;: .火災・その他の災害

の復旧に当たっている方

※ 現在入所されており 1]1続き人所を希 望される万

に ついては、巾し込みは不Jii:です。新たに新年度カ、

ら入J引を希望されるブjだ け申し込みが必要になりま

すじただし、課税-就労証明等は、全員の方が必要

です。

入所を希望される方、保育所の概要等詳 し い 事 を

知りたい方は、最寄りの保育所または役場住民福粧

課(宮52ぺ111国帽2063)へお問い合わせぐださい。

YJJJ九罷璽 iJ 同 f 

長
浜
保
育
所
の
園
児
た
ち
(
資
料
写
真
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〈謹丹)毎
日程が決まりまし
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ご女子言平を頂しミて

まだ、'乏詰干さオ工

』画。

(情報通信技術)講宵会(2月)の u程が以下のとおり決まりました。

おりますこの講習会も、長浜町主催で、行う講習会は今回が最後となりますので、

ていない方は、この機会にぜ、ひ受講されますようご案内いたします。

なお、 10月から、受講定員に満たない講座に限り再受講することができるようになっていま

す。受講定員は全ての講座20人としていますが、はじめて受講される方を信先し、再受講され

る方で定員を超えた場合は、再受講者の方 のみ 抽選 によ り受 講決 定し ます ので ご了 承ぐ ださいo

E申込方法]長浜町教育委員会、ふれあい会館で下記事項を所定の用紙に記入していただ

いて申し込みを受け付けるほか、後日愛媛県から新聞折込で配布される r1 T講習」受講者応

募チラシ付属の ハガ キで も受 け付 けます。なお、再受講される方は申込用紙に必ず「再」と記

入してください。

E申込受1"1異月間〕申込受付は 1月21日(月)から行います。応募者多数の場合、抽選と

させていただきます。(下表締切日必着)なお、 1講座へのお申し込みはお 1人 1通とさせて

いただきます。(1講座への複数の申し込みが判明した場合は、 2通日以降は無効とさせてい

ただきます。受講が決定すると、受講決定通知が送付されます。)また、再受講される方でテ

キストをお持ちの方は持参してくださしミ O 無くされている場合はテキスト代500円が必要です。

IT  

平成13年度 (2月) I T講習日程表

月 火 水 木 立ノ¥ 土 日 時 閏 場 所
申込締切日

(必着)

2月
18 19 20 21 22 23 佼閏 (19:00~21 :00) 

25 28 居間(9:00~ 12:00) 
長浜町体育館 2月1日(金)

」一一一一一一

「
:
I
l
-
-
i
:

一
島
町

一
局
者
、
卒
、

一
十
い
ろ
は
丸
沈
没

一
慶
応
年
二
八
六
七
)
一
月
、

F

い
ろ
は
丸
は
貿
易
を
再
開
し
た
。
し

一
か
し
、
長
浜
の
突
堤
に
衝
突
し
て
船

一
体
を
破
損
す
る
な
ど
の
事
故
も
あ
り
、

一
そ
の
収
益
は
上
が
ら
な
か
っ
た
。

一
そ
こ
へ
再
び
坂
本
龍
馬
が
現
れ
た
。

一
こ
の
凹
月
、
亀
山
社
中
改
め
土
佐
海

一
援
隊
隊
長
と
な
っ
た
龍
馬
は
、
土
佐

一
藩
の
支
援
の
も
と
、
本
格
的
な
海
運

一
業
を
計
画
し
て
い
た
が
、
か
ん
じ
ん

一
の
船
が
な
か
っ
た
。
船
が
欲
し
い
龍

一
馬
と
、
船
を
も
て
あ
ま
し
て
い
る
大

↑
洲
藩
が
接
す
る
の
は
当
然
の
成
り
行

て
己
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

一
両
者
は
賃
貸
借
契
約
を
結
び
、
今

↑
航
海
十
五
日
、
五
百
両
の
約
束
で
、

一
い
ろ
は
丸
は
土
佐
海
援
隊
に
貸
与
さ

一
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
四
月
十
九
日
、
才
存
梅
太
郎
こ
と

一
坂
本
龍
馬
白
ら
指
揮
し
て
、
い
ろ
は

一
丸
は
長
崎
を
出
港
し
た
。

一
今
日
を
始
め
と
乗
り
出
す
船
は

一
け
い
こ
始
め
の
い
ろ
は
丸

一
船
歌
も
勇
ま
し
く
出
港
し
た
ま
で

「
l
H

;巷

官
一
小
同
ユ

ー」

は
よ
か
っ
た
が
、
一
一
十
三
日
夜
半
、
↑

備
讃
瀬
戸
の
六
島
沖
を
行
く
と
き
、
↑

紀
州
藩
の
明
光
丸
と
衝
突
し
た
。
幸
一

い
に
も
死
者
は
な
く
、
い
ろ
は
丸
乗
一

組
員
は
相
手
の
船
に
乗
り
移
っ
た
。
一

双
方
協
議
の
上
、
沈
み
か
け
た
い
一

ろ
は
丸
を
曳
航
し
て
鞘
ノ
津
(
広
島
一

県
福
山
市
)
へ
向
か
っ
た
が
、
宇
治
一

島
の
沖
ま
で
来
た
と
き
、
あ
わ
れ
、
一

い
ろ
は
丸
は
船
腹
に
潮
が
満
ち
、
瀬
一

一
戸
内
海
の
海
中
深
く
沈
ん
で
し
ま
っ
一

た

。

一

島
一」
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⑧ 

長浜町民生委員-児童委員及び主任児童委員の改選が行われ、平成13年 12月 3日、厚生労働大

b::':.愛媛県知事から委嘱状等の交付が行われました。

民生委員・児童委員の仕事は、社会奉仕の精神で、生活に困っている世帯、心身障害者、寝た

きり老人、母子・父子世帯、児童に関する問題等の相談・援護等を行うことです。

また、主任児童委員の仕事は、それぞれの区域を担当する児童委員と連携をとりながら、地域

全体の児童に関する相談・援助活動を行うことです。皆さん、お気軽にご相談くださし」

なお、今回選任された万々は次表のとおりで、任期は平成16年11月30日までとなっています。

長浜彊J!是生委員司理童書雲員園主{壬3霊童委員名簿 H13岡12.1現在

地区| 氏名 十旦 当 区 i電話番号 時電話

1 . 2・3 52-1339 

山崎和代子 4・5・6・7・8・9 52-0680 

尾上 稔 10・11・12・13・14・15・44 152-0251 2735 

長 矢野キヌ子克
16・17・18・23・24・25・26 52-0259 3186 

浜 横山 ri9・20・21・22・45 52-2057 

十 白 形 友 江 27“ 28・29・30・31・32・33 52-0468 2712 

lli Erヰ円中 浜大塚寓作
34・35・36・37・38・39・46・47 52-0747 

名 j島甫 紙城ケ同瀧三清樹成雄
40・41 52-2924 

51・152 1j5522 -1085 
沖浦 木之本安正 52・53・54・55. 56・57 -0726 

黒田 久保 正甫 i 黒田(48)・大屋(49)・築地(50)。無事再地(67) 52-0978 3555 
卜一一一一

今坊 今今 坊坊
谷上スミヱ 峯今坊(58)・松の久保(59)・大谷口(60) 52-0005 

津田 共 江 今;坊浜(61)・日ノ浦(62)・松本(63) 52-2085 3831 

名 今坊 東 安子 橋立上(64)・橋立下(65)・橋立浜(66) 152-0810 

櫛 櫛生上田俊厚 西谷(6針。東(69)。小山(76).坂谷(77)。河原(78)・浜宮(79)・浜(80) 53-0095 

生 櫛櫛生生 |菊地 惇 常水(70)・大峯(71)・中峯(72)・中尾(73)・原保(74)・藤白(75) 53-0521 6578 

四 松浦悦美 東港(81)・西港(82)・東高松(83)・西両松(84) 53-0154 
名 須沢 佐々木道男[須沢(85・86) 153-0448 6792 

J作毎I 
出 j毎 坂本 {千二 坂土本居(87)・港(88) 53-0162 

畑中和夫
卜出出一一 海海

(89)・尾坂(90) 53-04031 

名 山口ミツ子 奥(91)・沖(92)・浜(93) 53-0081 ! 6988 

下須戒 奥野ひとみ 下平(94)・郷(95)・惣瀬(96)・柿ノ久保(97) 52-1617 i 

大 下須戒|矢野 手11子 新造替地(98)・前奥(99昭 153)・穂積(100)・猪ノ尾(101)・大久保(102) 52-0528 5795 
手口 日加|村 上春美 l上成(103)下成(104)上老松(105)大越(106.138) 52-1618 5903 
一_L~ 主丘E主L τu主〈ー 楠野和子 本村(107)・駄場(108)・夫上(118)ー明東地(119) 57 -0424 
/¥ 

「亘茂名 菊地妙子 中(109)・中央(110)・下(111)・上(112)・朝日 (113)・奥(114) 57-0321 6233 

豊茂 大石さよ子 谷上(115)・桜(116)・下村 (117) 57田 01831

;白滝 徳田 リツ 1 (120). 2 (121)・3(122) 54-0482 

白 白 j首 福村 俊 弘 4 (123). 5 (124)・6(125). 7 (126) 54-0513 7201 
、i三屯乞

白滝 西山章繭 8 (127)・9(128).10(129)・叶松(136)・大越(137)・柿早(148)目峯大越(149) 54-0172 ! 

， ~ 戒 J11 竹内左栄子 戒川(130・131・132.133・134・135) 54-0745 7920 
/¥ 

名 柴 西宮幸子 ~日白ノ方浦((139)・中(140)目同(141)・豊中(142)名ノ城(144)・小田際(150)・都梅(151) I 54-0724 7627 

柴 山中良子 143)・柴大越(145)・小谷(146)・道上(147) 154-0655 7688 

52-2184 I 2531 
凶一ほ任f壬児己一童童委委員員

平 田 豊 子 町内全域

152-2840 I 金橋美春子 町内全域
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時昂命 樹君!鴨併記量管

戚ム 皆さん畳 君、20識の
成人の仲間人りをされる皆さん、成人おめでとうごぎいます。皆さんは、 20歳になって何か

ら始め iつれますか l 晴れて大人の仲間入りをされた皆さんには、選挙権?dごど様々な紘和jととも

に義務が生じることになります。

例えば、国民年金の加入もその一つです。 20歳と同時に加入し、保険料を納めることも大切

な 義 務 で す。国民年金は、骨さんを巾心に若い世代が保険料を納める

こ とに よって、お年寄りの年金を支え、また、皆さんの老後の所伴保

障だけでなく、万ーの事故・病気に対 しでも安心して生活できる制度

です。

20歳にな~)たばかりの皆さんは、「年;危なんて j主い将来のこと ---J

し子三
なピl

しJ 会
てIi';1;:.う

くる i弐

~か
dι/ 

~13 

と豆、われるごしょうが、ちょっと考

え てくどさいノ人はだれでも年をと

ります二もし、年余を受けられなかっ

出日高校美術部⑥カパ古 たらどう Lますか y 将来を生きがい

のある平均、なものにするために「備

えあれば憂いなしJのとおり、その

|侍になって慌てないように若いとき

W 1 必 I I から準備しましょう。

今時午
目 I(十勺

て苛田

す

立九 i
保険料の学生納付持例制辰

(納付の構予)があります

この制度は、学生本人の前年の所得が68万円以下(年収 で

133)j円以下)の方にういて、同Ln(申請)をして本認を受

ければ、子三!ミペ~:中の|五i民年金保険料7J'後在、し込できる {t完且みですO

承認を，三けると、ザゴト納付特例期間中の I~全1 1 1 やタ巳 Lーといった

不慮の lf.r~~ には、障害基礎年金または遺族主慌年余が保証さ

オ工ま寸リ

学![>i'lJjf寸特例の山 11けは、届出のあったけの前日から~~.亥年

度の正月まごの期1mで承認されます。従ぺて、 4片うアァJ、ら納

付特例を'乏けるには、毎年 5月末日までに佐民日のある市区

町村役場へ!国tf1が必:?tとなりますので、市前を忘れずに行っ

てください。

なお、日出のlZTは、年金手帳、印鑑、在学日l正ij)J ?'rまたは学

生証与が必授ですハまた、学生納付特例J.!JJ聞は、迫納 110年

以内に保険料を納めること)がなけれは邑前イ|去の組の計算

に反映されなくなりますので、人下業後に追納することをおす

すめします。

お問い合わせは役場住畏謂祉課年金係

(合52-1111園(者)2062)まで。



開
園
田
ん
ら
が
防
火
を
呼
び
か
け

1
ち
び
っ
子
関
火
パ
レ
ー
ド
ー

十
一
月
十
三
日
、
長
浜
地
区
で
、
秋

の
全
国
火
災
マ
ア
坊
運
動
の
一
環
と
し
て

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
「
ち
び
っ
子
防
火

パ
レ
ー
ド
」
が
実
施
さ
れ
た
。

主
役
は
ド
出
幼
稚
園
の
園
児
た
ち
。

そ
ろ
い
の
法
被
と
は
ち
ま
き
姿
で
、
防

火
件
発
の
御
輿
と
と
も
に
、
元
気
よ
く

防
火
の
歌
を
歌
い
な
が
ら
本
町
通
り
な

ど
を
パ
レ
ー
ド
し
た
。

終
点
の
役
場
前
で
は
、
子
ど
も
た
ち

が
丸
山
勘
役
に
対
し
て
防
火
の
誓
い
を

述
べ
た
ほ
か
、
は
し
ご
に
登
っ
て
「
火

の
用
心
」
の
事
を
垂
ら
し
て
防
火
を
呼

び
か
け
た
。

地
械
を
襲
し
く

ー
老
人
ク
ラ
ブ
が
花
を
植
栽

1

植栽作業を行う参加者

十
一
川
十
五
日
、
大
和
地
区
の
老
人

ク
ラ
ブ
長
寿
会
(
小
泉
川
子
会
長
、
一
の

会
員
ら
が
、
大
元
神
社
参
道
脇
の
花
培
一

に
、
パ
ン
ク
!
の
苗
を
植
栽
し
た

f

こ
の
花
隈
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
同
会

会
員
ら
が
パ
ン
ジ
ー
の
ぼ
か
サ
ル
ビ
ア

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
花
を
育
て
て
き
て
い

た
が
、
ム
/
問
、
県
の
補
助
事
業
を
利
用

し
て
約
四
百
本
音
植
栽
し
た
も
の
。

作
業
に
あ
た
っ
た
会
員
の
一
人
は
、

化
は
私
た
ち
の
心
を
癒
し
て
く
れ
る

刊
一
り
が
か
っ
た
人
た
ち
の
心
が
少
し
で

も
安
ら
げ
ば
い
い
で
す
ね
。
」
と
話
さ

工
て
、
こ
。

J
イ

寸

し

J
j

華麗にきまったはしご登り

特
色
あ
る
単
校
づ
ぐ
り
を

ー
長
浜
高
竹
で
シ
ン

十
一
月
十
七
日
j
十
八
日
の
二
日
間
、

長
浜
高
校
で
「
長
高
フ
工
ス
テ
ィ
パ
ル
」

が
開
催
さ
れ
、
保
護
者
ら
多
数
の
来
場

者
で
賑
わ
っ
た

r

一

十
七
日
に
は
、
昨
年
間
保
さ
れ
た

「
長
高
水
族
館
ま
つ
り
」
を
受
け
継
い

だ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
た
一
生
徒

代
表
や
地
域
の
実
践
者
な
ど
し
一
ハ
人
の
シ

ン
ポ
シ
ス
ト
か
ら
は
、
「
時
色
あ
る
学

校
守
つ
く
り
」
を
メ
イ
、
/
テ

1
マ
に
、

ム↑窃は な催第
な五は宇激どさ三|ー
お i 、和し合れ卜ニ

一 A イ木い司 、六月
主色町子協レ七県回九
なで I A 1 十下長 fT
結あムがス|川各浜
果つ三優展チ地駅長
はた十勝閃 l の伝 j兵
次 、二一 。のム、ク競 j

の 杭地結をラ走白
と 、元5f'_:李プ大出
お B 長 Jケ口テ会 l出

品り チ r兵 ζ1 がで
懸命にたすきをつなぐ選手たち o 1 イ 本叫んもム開

白園田浸食盟国ー~;~

る(にこなイ 亦け司雪F 竺当1 い長て lば工ぼ赤いほ 11=' I 
わ チ 十露 だ だうはるら はしか h童~I
そヨをるるまばしいほ じ二二」
うウひま空はらフうI なか |、...._I
じのじと頭大とふり 11 い央|
年て木 )11 け:に二ずーは + ゆ ム マ ~ゴ

~三め年黄年あ今て年ノ〈王|かイドつ年ぴ〉年き 再!..，..Il，，-!
た会らなう らぱあい 7己上比1
fg池み長し 出く 岡ツ 干f来大が京;ら同も 午』二ご
ちた走なおたかしパ 小 ド 全 凶

村 主 il!Iい坂つ測り木も田人件ぜ で 1 蛍日 雪l
まきてパそさとか テ長そ」ー」

紀い真れ花る優ケ大う兼む鈴は優く篤ィ 似

上い ツだい L ---r i，L d.  ，1， 11 
幸が美だ蓮 奈だ輝 三と果 J コ子ん也

「
長
出
水
族
館
を
も
っ
と

P
R
し
、
活

用
し
よ
う
「
み
ん
な
で
水
族
館
に
相
わ

り
取
り
相
ん
で
い
こ
う
よ
な
ど
の
ア

イ
デ
ア
が
山
さ
れ
て
い
た

U

七

四
品
J
i

が
力
走

(¥y

長
浜
駅
伝
競
走
大
会

長高水族館を中心に討議されたシンポジウム

〔
一
部
優
勝
】

宇
和
休
協
A

〔
ニ
部
優
勝
〕

長
一
点
ひ
ま
わ
り

〔
一
一
一
部
寝
勝
〕

松
山
]
来
高
校
A

ZA性
の
部
優
勝
〕

石
井
体
協
女
性
A

14-

吋J



十
一
月
九
円
、
東
京
で
秋
の
叙

勲
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
青
島
の
立

脇
乍
之
助
さ
ん
(
七
五
)
は
、
永

年
に
わ
た
り
消
防
団
活
助
の
推
進

と
消
防
業
務
に
頁
献
さ
れ
た
功
績

に
よ
り
、
動
…
六
芋
瑞
宋
章
、
そ
受
章

さ
れ
ま
し
た
一
け

~乞乙ヌ ヤ清与￥四叫叫ν肋山ハ内川、

!マ詐議雪零予!すず事すすずfぐ一Q、;凡bぷ:苫ヨ語シギZι4冴誌釘わも、Tイ川
日校Y 予 ，~乙バぷ\リ小〆久♂忠匂へ ;<o'¥5s<:o>必交'JXe<-:::_)g'o'>i1<'o~~ 豆沼f行町♂ E 

しゅう と l 

i河内詩人ちゃん(下須戒) ~ 
C " l十目

ふ義町 E概磁調睡 ね 人 柊 な柊ー
叫三細血継幽現 '~='.， 。の人し 冶 は E 

行欝摂イ鵠 a 語L担担 j

ちづYI人 木
のイ寸に
う子 ~J なぞー
カミまつび〉
るし「ご木二 i
思た ほに
しミ し〉し九
ゃ いな E

( ) とん i
の川予

必議室連開園『融会加 争 原頁¥;
平成13年 i月12日生まれ 呆 い何

人 !雪空11

に ユーに

(父二義腕さんー母二幸代さんj な 竺発
てコ -( LJ 

受章された立脇宇之助さん(右)

襲
野
石
阿
古
田
ん

文
部
科
学
大
臣
官
訳
彰

1
公
民
館
掘
興
の
功
績
5

十
一
川
十
六
日
、
東
京
都
で
開
催
さ

れ
た
全
国
公
民
館
迫
合
会
創
立
五
十
回

年
記
念
大
会
の
席
上
、
長
浜
町
中
央
公

民
飢
長
の
美
野
一
れ
士
口
さ
ん
(
長
一
浜
)
は
、

永
年
に
わ
た
り
公
民
削
の
振
興
に
顕
著

な
功
績
を
挙
巾
ら
れ
た
功
績
に
よ
り
、

文
部
科
学
大
川
去
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
(

柴
中
正
一
ニ
さ

優
秀
賞

1
一
究
室
叫
歯
つ
ら
つ

コ
シ
ク
i
ル
ー

十
一
月
七
日
、
松
山
市
で
開
催
さ
れ

た
「
健
康
実
現
え
ひ
め
二

O
十

O
推
進

大
会
」
仁
お
い
て
、

Y
成
十
二
一
年
度
一
応

河
内
つ
ら
つ
コ
ン
ク
ー
ル
一
一
八
十
歳
以 受賞された美里子さん

上
で
健
康
な
椅
が
二
十
本
以

E
あ
る
万
タ
ン
ポ
ポ
に
話
し
か
け
る
よ
春
の
風

を

歯

の

健

康

優

良

有

と

し

て

表

彰

)

の

川

年

梶

川

祐

吉

一

表
彰
式
が
行
わ
れ
、
長
浜
の
柴
中
正
三
秋
に
な
り
あ
か
く
昭
一
れ
て
る
も
み
ビ
か

さ

ん

(

八

ご

一

)

が

み

ご

と

優

秀

賞

を

受

な

四

年

山

崎

慶

子

立

さ

れ

ま

し

た

。

制

足

一

川

で

も

み

じ

の

葉

っ

ぱ

が

お

ど

っ

て

ペ
!
引
国
1
1
1
1
1
1間
引

ー

こ

る

山

年

鈴

木

貴

子

4
丸
又
ト
シ
エ
さ
ん
ぺ
即
あ
ら
し
吹
き
ま
っ
赤
な
赤
橋
真
っ
白
に

¥
一

1
県
知
事
表
彰

1
一 J

均

五

年

松

岡

理

恵

r

ナ

f
lバ

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1し
l
i
m
め
だ
か
た
ち
こ
の
寒
い
中
水
の
中

十

刀

一

一

十

-

一

口

、

松

山

市

で

開

催

さ

臨

五

年

矢

野

奈

沖

美

s
 

れ
た
第
日
十
九
回
愛
媛
県
社
会
福
祉
大
脚
秋
の
山
い
ろ
ん
な
葉
つ
ぼ
の
か
さ
お
ど

会
の
席
上
、
豊
茂
の
丸
ソ
〈
ト
シ
ー
さ
ん
問
、
り

μ
年

大

前

七

市

中

は
、
本
年
に
わ
た
り
社
会
悩
祉
活
動
等
…
通
学
路
白
い
息
に
亦
い
顔

に

尽

力

さ

れ

た

功

槙

に

よ

り

、

注

意

向

六

年

水

木

祉
奉
什
苛
と
し
て
県
知
事
表
彰
を
受
け
叫
流
出
群
M
D
ほ
L
い
と
く
り
返
す

ら

れ

ま

し

た

い

ゆ

六

年

東

祥

つ削
F
l
i
-
-
h町

l
ご
あ
ら
し
吹
く
赤
橋
の
上
主
り
抜
け

/
一
ク
日
ッ
ケ

i

一¥
ω

六

年

中

嶋

亮

ム
沖
浦
チ
ー
ム
が
準
優
勝
ア
一
山
の
葉
が
赤
や
黄
色
に
化
粧
し
た

¥
一

1
愛
媛
ス
ボ
レ
ク
祭
1

一

/

炉

一

六

年

鎌

田

「
I
I
l
-
l
i
l
i
-
-
-
L
M
衣
か
え
秋
か
ら
冬
へ
大
変
身

十

一

月

四

日

、

松

山

市

で

開

催

さ

れ

…

六

年

稲

津

た
愛
媛
ス
ポ
レ
ク
二

0
0
牛
に
お
い
て
、
明

ク
口
ツ
ケ
1
老
年

-

4

部
に
出
場
し
た
沖

N江

川
チ

l
ム
が
、
み
ご
と
準
擾
勝
を
収
め
一

ま

し

た

。

(

敬

称

略

)

ク
日
ッ
ケ

i
老
年
ニ
部

〔
準
信
勝
〕
沖
浦
チ
l
ム
(
束
健
一
・

福
山
呂
章
・
明
知
日
訓
令
・
1
1
H
膝
勝
義
)

15 
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2002 1月15日'""J2月14日

事~~<I);úルシダー
日 曜日 ~T 事 名 場 所 日寺 間

16 水 びん ・缶収集 日

金
3f重混合予防接種 保健センター 13:00-13:30 

18 
有害ごみ収集日

21 月
社会保険事務所出

長浜町商工会 9:00-11:30 
張相談日

水
ベッ トボトル・発泡

23 
スチロール収集日

25 金 粗大ごみ収集日

29 火 不用犬回収日

2/1 金
古紙・紙パック収

集日

土
長浜町人権・同和

中央公民館 13:20-2 
教育研究大会

6 水 ぴん ・缶収集日

社会保険事務所出 長浜町商工会 10:00-15:30 

張相談日

育児サークル 保健センター 10:00-11 :30 

8 金 歯科相談 '" 1 0:00-11 :30 

離乳食講習 '" 10:00-12:00 

乳児健診 '" 13:00-13:30 

燃やさないごみ収集日

水
ベッ トボトル ・発泡

13 
スチロール収集日

子 供 の ころ、「もうし、く つ寝るとお正月・ーJと歌い、

楽しみに待ったお正月 。何 のことはない、 お年玉を

待っていた ように思う 。現在では、 お年玉といえば

金銭の場合が多いが、東北地方では、 餅をお年玉に

する習慣が多く見られる 。餅には、神が宿っ ている

という民間信仰 があり 、神からいただく新しい魂と

いった意味 で 、年賜(としだま)と記した方がよい

ほど、めでたい ものである。

年が明けて 1月 1日になると 、昨日ま での年の瀬

の喧騒がウソのように静まり、家の内外に厳粛な空

気がみなぎる。徒然草にも「かくて明けて行く空の

けしき 、昨日に かはりたりとは見えねど、 ひきかえ

てめずらしき 心 ちぞする 。大路のさま 、松立てわた

して、花やかに うれしげな る こ そ 、 ま たあ われなれ」

とある 。

元旦にいただく屠蘇(とそ) は中国から伝来した

儀式で、平安時 代から宮中で行われた。 『公事 根 源J
には r1人がこれを飲むと 1家に病気するものがな

く、 1家でこれを飲むと 、 1A (1集落)に 病 気 す

るものがし、なくなる 。」とある。病気 に か からないよ

うに、悪いことが起こらないように という 願いが込

められている。

新しい年が閉幕す る。 期待 と希 望に胸 をはずませ

て、この年をスタートしたし、。 人生にはやり直しが

ない。 漫然と 日を暮らしてい たのでは、 じきに終幕

を迎 えてし ま う。『今年こそは』 とい う意気込みを持っ

て、 この 1年に挑戦し た い も の で あ る 。

喝P
結

婚

イ主 什
月
届
出
分

(
敬
礼
仲
略氏

戸斤出

海

松
前
町

柴伊
方
町

鎌岡河穂

土田野積

明英洋 喜

お
誕
生
お
め
で
と
う
H

什
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

子

の

氏

名

保

護

者

名

沖I

浦

坂
オ丈

真
美

お
〈
や
み

什
月
届
出
分
(
敬
称
時

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

戒長長豊 上
老

田滝 川 浜浜茂松

須柴長長白黒白

浜浜滝?尺

山池久浦 大岩 河坂兵

実

(三
七
)

雄

(七
二
)

治

(五
四
)

ミ
ツ
ギ

(七

二

健

市

(六
九
)

梅

子

(九

二

春
栄
(
七
九
)

イ
ト
ヱ

(八
七
)

夫

(
六
二
)

子
(
七
八
)

要
(
七
六
)

義

(
七
九
)

田保 上 野 城野 井 頭

茂良ヨ'tl峰:

水 野好 田

コE

清 小 三

名

千冨

本

子夫子
昌
文

み
な
さ
ん
か
ら
の
お
便
り
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

投
稿
先

・
お
問
い
合
わ
せ
は
、

役
場
総
務
課
情
報
管
理
係

(下
記
)

ま
で
。

人口・世帯数のうごき

11月 末 現在 前月との比較

9，619人 4人減

人 口 (男 4，537人) (男 4人減)

女 5，082人 女 増減なし

世帯数 3，59511主サ-w 3世 帯 地
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